
六
年
前
の
原
発
事
故
の
年

五
月
、
二
本
松
市
で
開
催
さ

れ
た
被
災
者
の
相
談
会
に

出
席
し
、「
こ
の
先
自
分

の
生
業
や
生
活
は
ど
う
な

る
の
か
！
」
と
い
う
参
会
者

の
切
羽
詰
ま
っ
た
切
実
な

訴
え
を
聞
い
て
、
私
は
こ
の

「
な
り
わ
い
訴
訟
」
に
取
り

組
み
、
二
〇
〇
回
近
く
福
島

に
通
い
続
け
て
い
ま
す
。

「
同
心
円
の
避
難
区
域
」

設
定
の
意
味

福
島
原
発
事
故
が
起
こ

っ
た
と
き
、
五
㌔
、
一
〇
㌔
、

三
〇
㌔
と
い
う
同
心
円
の

避
難
指
示
区
域
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
同
心
円

は
そ
の
後
、
放
射
能
値
に
よ

っ
て
三
段
階
の
「
被
災
区

域
」
に
変
形
し
ま
し
た
。
言

う
な
ら
ば
加
害
者
で
あ
る

国
や
東
電
が
「
被
災
区
域
」

を
決
め
、
次
ぎ
の
よ
う
な
施

策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
区
域
内
が
被
災
者
で

あ
り
、
区
域
外
は
被
災
者
と

は
扱
わ
な
い
。
②
区
域
の
ラ

ン
ク
が
被
災
者
へ
の
損
害
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二
月
二
五
日
（
土
）
盛
岡
市
内
サ
ン
ビ
ル
大
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

の
約
四
五
〇
人
を
集
め
て
、
さ
よ
う
な
ら
原
発
岩
手
県
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
参
加
者
は
、
国
と
東
電
の
事
故
責
任
を
問

う
「
な
り
わ
い
訴
訟
」
の
現
状
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
と
岩
手
県

内
の
運
動
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

県
内
運
動
の
報
告
で
は
、

当
会
か
ら
の
「
滝
沢
市
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
Ｒ
Ｍ
Ｃ
へ
の
ア

ル
フ
ァ
核
種
治
療
薬
廃
棄
物
搬
入
阻
止
」
の
運
動
に
つ
い
て
、
原

発
早
期
撤
退
・
県
学
識
者
の
会
か
ら
は
「
核
ご
み
最
終
処
分
反
対

の
ア
ピ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
後
盛
岡
市
内
で
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

『生業訴訟』ホームページ http://www.nariwaisoshou.jp/

岩
手
県
滝
沢
市
は
、
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協

会
か
ら
協
議
の
あ
っ
た
滝
沢
研
究
所
（
Ｒ
Ｍ
Ｃ
）

へ
の
ア
ル
フ
ァ
核
種
治
療
薬
廃
棄
物
の
搬
入
に

つ
い
て
、
見
送
り
と
す
る
と
の
判
断
を
行
い
文

書
で
通
知
し
ま
し
た
。
放
射
線
監
視
委
員
会
各

委
員
宛
の
文
書
は
三
月
二
日
付
け
で
送
ら
れ
て

来
ま
し
た
が
、
同
様
の
通
知
が
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

協
会
へ
も
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
方
針
は
柳
村
典
秀
市
長
が
二
二
日
開
催

の
市
議
会
全
員
協
議
会
で
、「
市
民
の
十
分
な
理

解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
受
け
入
れ
は
難
し
い
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
核
種
治
療
薬
『
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
』
の

危
険
性
に
つ
い
て
昨
年
九
月
の
放
射
線
監
視
委

員
会
に
お
い
て
市
民
側
委
員
か
ら
疑
義
が
出
さ

れ
、
そ
の
後
地
元
住
民
や
有
志
市
議
ら
に
よ
る

学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
市
当
局
へ
要
請
、
陳
情

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
月
一
九
日
に
市
長
、
ア

イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
、
医
師
を
交
え
た
臨
時
の
監

視
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
論
議
を
踏
ま
え
、

見
送
り
の
判
断
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

史
上
初
の
「
ア
ル
フ
ァ
核
種
治
療
薬
・
ゾ
ー

フ
ィ
ゴ
」
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
当
会
会
報

第
一
七
一
号
の
通
り
で
す
が
、
こ
の
滝
沢
市
の

判
断
に
よ
り
、
全
国
の
各
医
療
施
設
か
ら
の
ア

ル
フ
ァ
核
種
廃
棄
物
の
滝
沢
市
へ
の
集
中
的
搬

入
は
取
り
あ
え
ず
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
ア
ル
フ
ァ
核
種
剤
投
与
患
者
の
家
庭

や
公
共
の
場
に
お
け
る
汚
染
、
患
者
の
生
活
の

質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
は
ど
う
な
の
か
な
ど
、
薬
事
行

政
が
問
わ
れ
ま
す
。
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る

予
定
で
す
。



賠
償
の
金
額
に
矮
小
化
さ

れ
た
。
③
被
災
者
の
多
種
多

様
な
被
害
を
無
視
し
て
賠

償
金
見
舞
い
金
が
差
別
化

さ
れ
値
切
ら
れ
た
。
④
区
域

ご
と
に
解
除
時
期
を
設
定

し
一
方
的
な
損
害
賠
償
の

う
ち
切
り
が
進
め
ら
れ
三

月
に
は
大
量
に
な
さ
れ
る
。

し
か
し
放
射
能
は
原
発

か
ら
の
同
心
円
で
、
あ
る
い

は
居
住
区
別
に
広
が
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
害

者
で
あ
る
国
や
東
電
の
手

の
内
で
、
被
害
者
が
分
断
差

別
さ
れ
て
し
ま
う
施
策
が

進
め
ら
れ
た
の
で
す
。

無
責
任
な
国
や
東
電

事
故
以
来
、
加
害
者
の
東

電
や
国
は
「
あ
ん
な
大
津
波

は
予
想
出
来
な
か
っ
た
」
と

開
き
直
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
津
波
は
予
想
出
来
た

の
で
す
。

二
〇
〇
二
年
の

国
の
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
の
「
長
期
評
価
」
は
明

治
三
陸
大
津
波
並
み
の
大

津
波
が
福
島
原
発
を
襲
う

こ
と
を
予
測
し
て
い
ま
し

た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
東

電
自
身
が
試
算
を
行
い
福

島
第
一
原
発
が
高
さ
一
五
・

七
㍍
余
の
津
波
に
襲
わ
れ

る
と
算
出
し
て
い
ま
し
た
。
す

ぐ
に
、
電
源
の
高
台
移
転
な

ど
対
策
を
行
え
ば
良
か
っ

た
の
で
す
。

福
島
原
発
事
故
は
、
未
だ

に
汚
染
水
が
流
出
し
事
故

原
因
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
福
島
事
故
は
現

在
進
行
形
で
す
。
事
故
の
被

害
は
子
孫
に
も
及
び
、
予
測

出
来
な
い
被
害
が
顕
在
化

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
緊
急
時
被
ば
く
線
量
」
を

安
全
基
準
に
す
り
替
え

事
故
直
後
、
被
ば
く
か
ら

の
避
難
の
訴
え
に
、
国
や
県

は
「
年
間
二
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
を
避
難
基
準
に
す

る
」
と
い
う
と
ん
で
も
な
い

方
針
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
放
射
線
管
理
区
域
が

「
年
間
五
・

二
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
以
下
」
で
す
か
ら
も
の

す
ご
く
危
険
で
す
。
も
ち
ろ

ん
線
量
限
度
「
年
間
一
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
」
と
い
う
日

本
の
法
的
基
準
も
無
視
し

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
核
事
故
な

ど
の
「
緊
急
時
の
被
ば
く
状

況
を
二
〇
～
一
〇
〇
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
／
年
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
「
非
常
時
の

基
準
」
を
、
日
本
政
府
は
「
安

全
の
指
標
」
で
あ
る
と
か

「
避
難
指
示
解
除
の
指
標
」
、

「
被
害
の
有
無
の
指
標
」
な

ど
に
読
み
替
え
ま
し
た
。
こ

の
す
り
替
え
ら
れ
た
「
二
〇

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
基
準
」
に
よ

っ
て
、
こ
の
三
月
に
は
、
避

難
指
示
区
域
の
解
除
と
、
区

域
外
「
自
主
」
避
難
者
の
住

宅
支
援
打
ち
切
り
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
上
か
ら
の
安
全
」
の
一
方

的
判
断
は
「
下
か
ら
の
も
う

大
丈
夫
な
は
ず
だ
」
と
い
う

判
断
を
生
み
だ
し
、
被
災
者

を
挟
撃
し
て
い
ま
す
。
非
科

学
的
非
人
道
的
政
策
に
「
ダ

メ
だ
！
」
と
い
う
声
を
あ
げ

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
交
通
事
故
な
ら
ば

例
え
ば
交
通
事
故
の
場

合
、
加
害
者
は
被
害
者
へ
心

か
ら
の
謝
罪
と
償
い
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
国
と
東
電
は

「
避
難
区
域
」
を
一
方
的
に

線
引
き
し
、
差
別
的
な
「
補

償
・
見
舞
金
」
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
幕
引
き
を

図
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
加

害
者
が
被
害
者
を
一
方
的

に
選
別
し
、
お
金
で
「
解
決
」

す
る
と
い
う
、
極
め
て
不
誠

実
な
や
り
方
で
あ
り
、
被
害

者
の
声
を
押
さ
え
つ
け
る

酷
い
仕
打
ち
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
返
せ
！

裁
判
な
ど
に
縁
の
無
か

っ
た
人
た
ち
が
「
ふ
る
さ
と

を
失
っ
た
。
生
業
を
失
っ
た
。

家
族
を
失
い
、
近
隣
や
親
し

い
友
と
別
れ
た
。
将
来
の
夢

や
計
画
が
壊
さ
れ
た
」
と
憤

り
、
そ
の
償
い
を
加
害
者
の

国
と
東
電
に
求
め
原
告
に

な
り
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
三
月
一
一

日
福
島
地
方
裁
判
所
に
、
裁

判
の
原
告
と
し
て
集
ま
っ

た
の
は
八
〇
〇
人
で
し
た
。

四
年
後
の
現
在
、
裁
判
に
参

加
し
て
い
る
原
告
は
約
四

二
〇
〇
人
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
全
県
下
五
九
市
町
村

全
て
に
原
告
が
存
在
し
、
福

島
県
か
ら
全
国
に
避
難
し

た
人
々
や
、
事
故
時
に
隣
接

県
で
被
ば
く
し
た
人
々
も

原
告
と
し
て
の
参
加
し
、
一

大
訴
訟
と
な
り
ま
し
た
。
公

判
は
す
で
に
二
三
回
を
重

ね
、
三
月
末
に
は
結
審
、
八

月
頃
に
は
判
決
で
す
。
一
万

人
の
結
集
を
め
ざ
し
勝
訴

を
勝
ち
取
り
ま
す
。

被
害
者
全
体
の
救
済
を
！

こ
の
裁
判
は
、
事
故
前
の

被
災
者
の
生
活
を
取
り
戻

す
と
い
う
事
だ
け
で
は
な

く
、
将
来
世
代
も
含
め
て

原
発
事
故
の
あ
ら
ゆ
る
被

害
者
の
救
済
を
要
求
し
て

い
ま
す
。
九
〇
歳
の
お
じ
い

さ
ん
は
「
孫
と
一
緒
に
山
菜

を
採
り
に
行
け
な
く
な
っ

た
。
許
せ
な
い
」
と
語
り
、

郡
山
の
お
母
さ
ん
は
「
子
供

を
抱
っ
こ
し
給
水
車
に
並

ん
で
い
た
。
そ
の
時
線
量
が

も
の
す
ご
く
高
か
っ
た
。
子

供
を
被
ば
く
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
知
ら
せ
な
か
っ
た
国

に
怒
り
を
覚
え
原
告
に
な

っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
、
次
の
世
代
を
考
え
、

責
任
を
果
た
す
た
め
に
訴

訟
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

被
ば
く

を
前
提
と
す
る
原
発

私
達
は
、
原
発
被
害
を
根

絶
さ
せ
る
た
め
に
、
原
発
は

ゼ
ロ
に
す
る
べ
き
だ
と
身

に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。
原

発
は
、
被
ば
く
を
前
提
と
し

て
作
業
す
る
人
々
の
存
在

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
の
で
す
。
誰
か
を
被
ば
く

さ
せ
て
得
ら
れ
る
「
豊
か
な

生
活
」
な
ど
ご
免
で
す
。

日
本
国
憲
法
の
示
す
道

憲
法
施
行
七
〇
年
の
年
。

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
決
意

し
主
権
が
国
民
に
存
す
る
」

と
し
て
制
定
し
た
憲
法
の

指
し
示
す
道
が
、
被
ば
く
の

な
い
日
本
の
建
設
の
道
で

す
。（
取
材
・
ま
と
め
・
尚
）

集会参加者は、

福島原発事故は終わっていないぞ！

大人も子どもも被ばくはいやだ！

原発を進める政府はいらない！

とシュプレヒコールしながら、

土曜日の大通りをサウンドを

交えてデモ行進しました。

「
な
り
わ
い
を
返
せ
、
地
域
を
返
せ
！
」
福
島
原
発
訴
訟

公
正
な
判
決
を
求
め
る

署
名

集
約
先

〒9
60
-8
11
1

福
島
市
五
老
内
町
九
ー
四

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
二
階
北

な
り
わ
い
訴
訟
原
告
団


